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一
｝昭

実施計画

56～58
年度

ゆ
た
か
な

く
ら
し
を
築
き
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

中
学
校
の
新
築
な
ど

心
ゆ
た
か
で
快
適
な
く
ら
し
を

″造″″Ｊ″匹″″″

市
で
は
、
昨
年
十
月
「
宇
治
市
実
施

計
画
昭
和
5
6
1
5
8
年
度
」
を
策
定
。
そ

の
あ
ら
ま
し
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
最
終
回
は
、
心
の
ゆ
た

か
さ
と
安
全
て
快
適
な
く
ら
し
の
場
を

め
ざ
す
施
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

し
よ
う
。

実
施
計
画
は
、
昭
和
六
十
年
を

目
標
に
「
み
ど
り
ゆ
た
か
な
住

み
た
い
住
ん
で
よ
か
っ
た
都
市
」

の
実
現
を
め
ざ
し
た
総
合
計
奥
基

本
構
想
・
基
本
計
画
）
に
基
づ
い

て
策
定
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
構
成
は
、

・
住
民
ぼ
治
の
確
立
を
め
ざ
し
て

・
市
民
的
複
利
の
保
障
を
め
ざ
し

て

・
健
康
で
、
ゆ
た
か
な
く
ら
し
を

め
ざ
し
て

・
心
の
ゆ
た
か
さ
を
め
ざ
し
て

Ｓ
安
全
で
快
適
な
く
ら
し
の
場
を

め
ざ
し
て

と
い
う
五
つ
の
柱
に
基
づ
き
、

各
施
策
や
事
業
を
体
系
化
し
て
い

ま
す
。
今
回
も
計
画
を
広
く
公
開
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
意
見
・
ご
要

ト
ラ
ッ
ク
に
は
「
初
荷
」
の
の

ぼ
り
や
旗
が
な
び
き
、
宇
治
茶
の

包
み
が
ど
ん
ど
ん
積
み
込
ま
れ
て

い
き
ま
す
Ｉ
正
月
五
日
、
宇

治
茶
の
初
荷
は
、
茶
問
屋
の
軒
先

か
ら
か
ぐ
わ
し
い
香
り
を
の
せ
て
、

北
は
北
海
道
か
ｉ
｀
は
沖
縄
ま
で

全
国
各
地
に
威
勢
よ
く
送
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。

今
年
も
宇
治
の
ま
ち
に
、
初
荷

と
と
も
に
熱
気
が
広
が
っ
て
い
く

よ
う
で
す
。

【
写
真
は
、
宇
治
橋
通
り
心
茶

問
屋
か
ら
出
さ
れ
る
初
荷
風
景
一

すＬ
・
ま

いざご
≒
つ
とでめおてしまけあ
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望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
幅
ひ
ろ
い
市
民
の
参

加
を
得
た
実
施
計
画
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の

造
校
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
全
面

改
築
（
１
億
呈
7
3
0
万
円
）

一
如
笠
取
第
二
小
学
校
施
設
整
備

・
・
永
造
校
舎
の
老
朽
化
に
伴
い

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
全
面
改
築
（
１
７
千
６
万
円
）

お
願
い
し
ま
す
。
（
匍
は
新
規
事
・
卸
学
校
教
材
備
品
整
備
…
現
在

業
、
㈲
は
充
実
し
た
事
業
）

心
の
ゆ
た
か
さ
を

め
ざ
し
て

田
学
校
教
育
の
発
展

●
卸
仮
称
南
宇
治
第
二
中
学
校
新

設
・
・
・
生
徒
増
加
に
対
応
し
て
、
南

宇
治
中
学
校
を
分
離
し
新
設
す

る
(
.
ｏ
億
９
千
4
5
9
万
円
）

・
匍
笠
取
小
学
校
施
設
整
備
。
・
永

設
置
し
て
い
る
白
黒
テ
レ
ビ
を

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
に
切
繋
£
る
た
め

5
6
年
度
か
５
男
年
で
整
備
（
２

千
1
3
2
万
円
）

悶
社
会
教
育
の
発
展

●
㈲
地
区
公
民
館
建
設
・
：
誌
載

育
の
中
心
施
設
で
あ
る
公
民
館

を
地
区
館
と
し
て
配
置
し
、
第

３
号
館
を
5
6
年
度
に
建
設
す
る

（
Ｌ
億
Ｚ
千
2
0
0
万
円
）

●
卸
市
民
体
育
館
建
設
調
査
・
・
・
気

軽
に
利
用
で
き
る
体
育
館
を
建

設
す
る
た
め
5
7
年
度
に
施
設
内

容
、
立
地
条
件
等
の
調
査
＊
i
l
ｔ
:

う
（
1
0
0
万
円
）

倒
市
民
文
化
の
創
造
と
発
展

一
㈲
歴
史
民
俗
資
料
館
建
設
・
：
郷

土
の
文
化
財
を
収
集
し
、
保
存

展
示
す
る
た
め
5
8
年
度
に
建
設

す
る
Ｔ
億
７
千
1
9
9
万
円
）

安
全
で
快
適
な

く
ら
し
の
場
を

倒
生
活
環
境
の
整
備

・
知
床
宇
治
消
防
分
署
庁
舎
増
築

…
消
防
力
の
増
加
を
図
る
た
め

5
6
年
度
に
増
築
（
１
千
8
9
0
万
円
）

・
卸
交
通
事
故
相
談
開
設
ト
交
通

事
故
に
伴
う
救
済
制
度
と
し
て

の
相
談
を
実
施
（
″
一
万
円
）

・
卸
黄
彙
団
地
内
集
｛
游
改
築
…

現
集
会
所
が
狭
い
た
め
5
6
年
度

に
整
備
（
掴
万
円
）

・
恕
面
設
置
↓
面
の
設
置
の

た
め
の
調
査
を
5
8
年
度
に
実
施

（

1
0
0
万
円
）

●
卸
案
内
標
識
設
置
…
公
共
施
設

利
用
の
利
便
を
図
る
た
め
5
6
年

度
か
ら
設
置
（
6
7
5
万
円
）

●
圓
木
幡
池
風
致
公
園
・
・
必
残
し

つ
つ
周
囲
に
遊
歩
道
等
を
整
備

し
地
域
の
憩
の
場
と
し
て
開
放

す
る
た
め
5
8
年
度
に
調
査
・
設

計
を
委
託
（
９
万
円
）

●
鮒
河
川
測
量
委
託
１
河
川
及
び

排
水
路
の
改
良
等
全
体
計
画
策

定
に
伴
う
測
量
（
１
千
万
円
）

社
会
教
育
委
員
長
に

和
田
安
治
さ
ん

昨
年
十
二
月
十
九
日
に
開
か
れ

た
宇
治
市
社
会
教
育
委
員
会
で
、

委
員
長
に
和
田
冑
柑
委
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
和
田
１
員

の
任
期
は
昭
和
五
士
（
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。

こ
の
宇
治
市
社
<
!
Ｋ
教
育
委
員
長

の
選
任
は
、
前
任
者
の
池
本
正
夫

香
員
が
宇
治
市
長
に
就
任
し
、
委

員
長
が
空
席
と
な
っ
て
い
た
た
め

に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

府
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新

し
い
夢
を
忿
一
き
な
が
ら
平
和
の

う
ち
に
新
春
を
迎
え
得
ま
し
た

こ
と
を
、
共
ど
も
に
お
よ
ろ
こ

ぴ
し
た
い
ど
存
じ
ま
す
。

昨
年
は
、
不
安
の
時
代
と
い

わ
れ
る
八
〇
年
代
の
幕
明
け
の

年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
京
都
は

豊
か
な
明
日
に
向
か
っ
て
、
最

初
の
第
一
歩
を
着
実
に
、
明
る

く
た
く
ま
し
く
踏
み
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
皆
様
の
深
い
郷
土
愛
と
強

い
行
助
力
の
た
ま
も
の
ど
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

い
ま
京
都
府
で
は
、
日
本
の

顔
と
い
わ
れ
る
古
い
文
化
の
上

に
新
し
い
文
化
を
築
ぐ
た
め
に
、

文
化
・
幸
術
・
研
究
都
市
構
想

や
．
町
づ
く
り
．
人
づ
く
り
．

産
業
の
各
般
に
わ
た
っ
て
広
く

英
知
を
結
集
し
て
、
二
十
一
世

紀
を
展
望
す
る
ピ
ジ
ョ
ン
づ
く

り
が
行
わ
れ
っ
つ
あ
り
、
そ
れ

と
と
も
に
第
三
次
京
都
府
総
合

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
明
日
へ
の

活
力
を
養
う
た
め
、
府
下
の
各

地
で
施
設
づ
く
り
が
始
ま
り
ま

し
た
。
宇
治
の
山
城
総
合
連
動

公
園
、
京
都
市
内
の
子
ど
も
文

化
劇
場
や
体
育
館
、
宮
津
の
青

少
年
海
洋
活
動
セ
ン
タ
ー
、
久

に
あ
た
り
、
『
愛
と
ふ
れ
あ
い

の
地
域
Ａ
Ｍ
Ｍ
ｊ
Ａ
Ｍ
ｍ
指
し
て
、

障
害
者
福
祉
の
向
上
に
鋭
意
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
懸
案
の

交
通
問
題
、
下
水
道
、
公
園
な

ど
の
生
活
環
境
整
俑
も
、
山
陰

本
線
複
線
ｔ
化
、
国
道
９
号
や

新
し
い
未
来
と

希
望
を
ひ
ら
く
た
め
に

開
発
計
画
策
定
の
作
業
も
進
行

中
で
あ
り
ま
す
。

七
年
後
に
は
、
京
都
で
第
四

十
三
回
国
体
が
二
巡
目
の
最
初

の
国
体
と
し
て
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
す
べ
て
の
府
民
が

美
浜
の
老
人
休
養
施
設
等
の
建

設
を
は
じ
め
、
府
立
医
科
大
学

と
附
属
病
院
の
整
備
、
救
急
医

療
体
制
の
充
実
な
ど
も
強
力
に

推
進
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
ま
た
国
際
障
害
者
年

京都府知事

林田悠紀夫
一一一ｅ

南
部
の
国
遭
バ
イ
パ
ス
、
木
津

川
左
・
右
岸
の
下
水
道
、
淀
川

公
園
な
ど
の
計
画
も
、
次
々
に

進
展
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
八
〇
年
代
は
、

国
の
財
政
再
建
が
緊
急
の
命
題

と
さ
れ
て
お
り
、
資
源
問
題
を

は
じ
め
世
界
的
に
極
め
て
不
透

明
を
免
れ
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
時

代
は
、
藷
三
の
碑
が
荒
れ

て
い
る
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
こ

の
時
こ
そ
、
中
小
企
業
・
農
林

水
産
業
の
振
興
策
、
雇
用
対
策

な
ど
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が

心
要
で
あ
り
ま
す
。

京
都
の
先
人
が
培
わ
れ
た
偉

大
な
文
化
の
力
に
よ
り
、
さ
ら

に
新
し
い
未
釆
と
希
望
を
ひ
ら

く
よ
う
、
私
も
先
頭
に
立
っ
て

が
ん
ぱ
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

年
の
始
め
に
あ
た
り
、
皆
様

の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
切
に
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

新
市
長
に
望
む
市
民
の
声

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い

昨
年
十
二
月
に
宇
治
市
長
選
挙

が
行
わ
れ
。
池
本
市
長
が
今
後
四

年
間
の
市
政
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
薪
市
長
に
望

む
市
民
の
声
ご
ｉ
菖
し
ま
す
。

幅
広
い
分
野
の
意
見
を
ど
し
ど
し

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
市
民
の
声

は
、
〈
後
の
市
政
連
営
の
参
考
に

す
る
と
と
も
に
、
市
政
だ
よ
り
を

通
じ
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
お

知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（
応
募
の
き
ま
り
）

マ
四
百
字
詰
め
の
原
稿
用
紙
で
三

枚
以
内
。

マ
原
稿
に
は
住
所
・
氏
名
・
職
業

・
年
齢
を
明
記
の
こ
と
。

マ
締
め
切
り
は
、
昭
和
五
十
六
年

一
月
三
十
一
日
。

マ
あ
て
先
は
、
〒
6
1
1
宇
治
市
宇
治
琵

琶
三
三
の
市
役
所
文
書
広
報
課

広
聴
係
で
す
。
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入
級
申
請
の
受
付

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の

小
学
校
に
在
学
す
る
児
童
の
う
ち

保
護
者
の
共
働
き
な
ど
の
事
情
で

放
課
後
の
保
護
に
欠
け
る
児
童
を

対
象
に
市
内
十
九
の
小
学
校
内
に

育
成
学
級
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

こ
の
育
成
学
級
の
五
十
六
年
度

入
級
申
請
を
次
の
と
お
り
受
付

け
ま
す
の
で
。
入
級
希
望
の
保
護

者
は
、
両
親
の
勤
務
証
明
書
な
ど

手
続
き
に
必
要
な
書
類
を
ご
準
備

く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、

２
月
６
日
か
ら

各
育
成
学
級
と
社
会
教
育
課
育
成

指
導
室
に
あ
り
ま
す
「
入
級
の
し

お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
入
級
し
て
い
る
児

童
で
、
引
続
き
人
級
を
希
望
さ
れ

る
人
も
申
請
が
必
要
で
す
。
お
問

い
合
わ
せ
は
育
成
指
導
室
（
Ｓ
⑩

3
1
4
1
内
線
3
5
7
）
へ
。

5
6
年
度
育
成
学
級
の

入
級
受
付

ｙ
２
月
６
日
（
金
）
・
：
各
小
学
校
内

の
育
成
学
級
で
午
前
９
時
か
ら
正

午
ｔ
で
。

二
十
歳
に
な
っ
た
こ
と
を
祝
い

共
に
喜
び
合
お
う
と
「
成
人
の
日

の
っ
ど
い
」
・
が
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
集
い
は
、
成
人
を
迎
え
る

青
年
が
実
行
委
員
会
を
作
り
準
備

回心初あがたc

０
３

Ｊ
混

渕
言

の
広
くり歩

匹し
中
橋

作
惣

に
ご

全
五
ぐ

ｙ
２
月
1
2
日
（
木
Ｔ
２
月
2
0
日
（
金
）

・
：
市
教
育
委
員
会
３
階
の
社
会
教

育
課
で
、
午
前
９
時
半
～
午
後
４

時
半
（
土
曜
日
は
午
前
1
1
時
半
ま

で
）
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
期
間
を
過
ぎ

て
も
裳
呵
け
は
し
事
Ｔ
が
、
審
査
の

第
一
次
分
か
ら
は
除
外
さ
れ
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
当
日
は

楽
し
い
催
し
が
企
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

今
年
の
参
加
対
象
者
は
、
昭
和

三
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三

土
（
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
す
。

ｙ
と
き
・
・
・
１
月
1
5
日
（
祝
）
午
後

１
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
中

学
校
ｙ
記
念
講
演
・
：
今
村
要
道
さ

ん
「
性
Ｉ
こ
の
ふ
し
ぎ
な
る
も
の
」

し
ば
ら
く
お
休
み
し
て
い
ま
し

た
冠
も
ひ
と
こ
と
”
の
コ
ー
ナ

ー
を
再
開
。
温
か
い
意
見
、
厳
し

い
考
え
、
ど
ん

な
意
見
で
も
お

気
軽
に
投
書
し

て
く
だ
さ
い
。

に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
家
庭
は
じ
め
市
民
の
み
な
さ

ん
に
も
関
心
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

″
私
も
ひ
と
こ
と
″
を
募
集

テ
ー
マ
「
親
が
子
に
望
む
も
の
」

今
回
は
、
「
親
が
子
に
望
む
も
の
」
（
投
書
の
き
ま
り
）

と
い
う
テ
ー
マ
で
意
見
を
募
集
し
マ
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

ま
す
。
青
少
年
問
題
は
マ
ス
コ
ミ
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
匿

４
Ｌ
Ｉ

ごぞんじですか

このマーク

現
在
、
商
店
街
な
ど
の
お
店
が

‐
2
0
歳
の
日
に
考
え
る
Ｉ
ｙ
フ
ォ
一
一
万
末
ｔ
で
価
格
拿
£
置
い
た
り

Ｉ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
・
・
・
北
村
謙
さ
ん
。
割
引
い
た
り
す
る
運
動
が
全
国
的

『
成
人
の
日
の
つ
ど
い
』
実
行
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
多
く
の
仲
間
の
参
こ
の
運
動
は
、
坐
冗
店
が
自
主

加
を
心
か
ら
待
っ
て
い
ま
す
。
的
に
物
価
を
安
定
さ
せ
、
消
費
生

な
お
、
当
日
2
0
歳
の
チ
ャ
リ
テ
活
の
向
上
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

イ
ー
バ
ザ
ー
収
益
金
を
障
害
福
祉

の
た
め
に
寄
付
す
る
予
定
で
す
。

（
社
会
教
育
課
）

れ
る
も
の
で
、
宇
治
市
内
で
も
、

商
盃
Ｅ
議
所
が
中
心
と
な
っ
て
こ

の
運
動
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
現

在
か
な
り
の
商
店
街
な
ど
が
参
加

物価安定推進運動実施中

さ
れ
て
い
ま
す
。

価
格
ｔ
Ｔ
ｉ
で
ま
た
は
、
割
引

く
商
品
と
そ
の
価
格
は
、
そ
れ
ぞ

歩
こ
う
会

ｙ
と
き
・
・
ｉ
月
1
8
日
（
日
）
。
午

前
８
時
半
に
市
民
会
館
前
に
曼
ｌ

ｙ
行
先
・
・
・
二
尾
を
経
て
立
木
観
音

方
面
に
約
1
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

参
加
さ
れ
る
人
は
、
直
接
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
雨
具
や

弁
当
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
ど
の
問
い
合

せ
に
は
お
答
え

し
か
ね
ま
す
▽
あ
て
先
は
、
〒
6
1
1

宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3
の
市
役
所
文

書
広
報
課
市
政
だ
よ
り
係
で
す
。

れ
の
店
が
自
主
的
に
決
め
る
も
の

で
、
三
月
末
ま
で
は
値
段
‘
’
王
げ

ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
優
運
動
に
参
加
す
る
商
店
街

や
小
’
冗
店
と
対
象
商
品
が
新
聞
や

チ
ラ
シ
な
ど
で
発
表
さ
れ
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
や
ス
テ
ッ
カ
ー
が
掲
示

さ
れ
て
い
る
お
店
で
す
え
置
き
や
値

引
き
が
表
示
さ
れ
て
い
る
商
品
を

買
い
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
そ
し
て
。
物
価
の
安
定

と
暮
ら
し
の
向
上
の
た
め
。
こ
の

運
動
が
定
着
す
る
よ
う
積
極
的
な

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
（
商
工
観
光
課
）

帰
り
は
バ
ス
と
電
車
に
な
り
ま
す

の
で
、
交
通
費
が
必
要
。
、
雨
天
の

場
ふ
ほ
2
5
日
に
実
施
。

（
社
会
教
育
課
）

市
民
ス
キ
ー
教
室

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
箆
ぞ
は

市
民
ス
キ
ー
教
室
を
開
き
ま
す
。

ｙ
と
き
：
ｉ
月
2
5
日
（
日
）
ｙ
と

明
星
町
Ξ
丁
目
六
－
二
二
五

西
野
ゆ
き
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

。
5
5
ち

に
た
。
。
、
ま
・

｀
し
ん
い
い

ば
ま
さ
て
さ

。
れ
子
し
だ

％
；

‘

と
て
る
募
絡

Ｊ
せ
す
を
連

ん
見
職
ヽ
‐
’
ご

一
を
掲
れ
へ

や
顔
に
ま
課

ち
笑
欄
生
報

き
と
の
月
広

ゆ
こ
こ
１
書

Γ
に
年
文
こ

申
込
み
・
：
最
寄
り
の
協
〈
鏝
事
（
東

宇
治
・
：
永
谷
三
之
丞
ａ
Ｏ
８
０

３
５
、
中
宇
治
・
：
浅
田
昌
三
ｓ

⑩
ｏ
８
５
２
、
西
宇
治
・
・
・
辻
川
直

行
豊
⑩
７
９
４
ｏ
、
北
宇
治
…
長

尾
策
司
ｅ
⑩
1
9
9
2
）
ま
た
は
、

襲
最
育
課
へ
。
先
着

1
8
0
人
。

（
襲
義
育
課
）

水
道
料
金
の集

金
人
募
集

宇
治
市
水
道
部
で
は
、
西
小
倉

と
大
久
煤
の
一
部
を
担
当
す
る
水

道
料
金
集
金
委
託
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

ｙ
資
格
…
市
内
に
在
住
で
身
体

強
健
な
人
で
男
女
問
わ
ず
▼
申
込

み
：
ｉ
月
2
1
日
ま
で
に
水
道
部
業

務
課
料
金
係
（
酋
⑩
3
1
4
1
内

線
3
0
9
）
へ
。
’
（
水
道
部
）

婦
人
職
業
訓
練
生
募
集

ｙ
募
集
科
ぽ
…
洋
裁
、
軽
印
刷

（
和
文
タ
イ
プ
）
。
経
理
実
務
ｙ
応

募
資
格
：
牟
齢
。
学
歴
不
問
（
経

理
実
務
の
み
高
卒
程
度
）
ｙ
授
業

料
…
無
料
ｙ
募
集
期
間
・
：
２
月
｡
0
!

日
ま
で
ｙ
問
い
合
せ
…
最
寄
り
の

公
共
職
業
安
富
町
ま
た
は
、
京
都

府
立
婦
人
職
業
訓
練
校
（
〒
6
0
0
京

都
市
下
京
区
西
七
条
八
幡
町
3
1
e

0
7
5
－
3
1
3
1
7
0
5
6
）
へ
。

（
京
都
府
）

職
業
訓
練
短
大

学
生
募
集

こ
の
大
学
は
職
業
訓
練
法
に
基

づ
き
、
四
月
に
開
校
す
る
工
科
系

の
短
大
で
設
置
運
営
す
る
の
は
労

働
・
管
の
雇
用
促
進
事
業
団
で
す
。

ｙ
募
集
科
目
・
：
生
産
機
械
科
、

金
属
成
形
科
、
自
動
車
科
。
室
内

造
形
科
。
染
織
技
術
科
ｙ
応
募
資

格
・
：
高
校
卒
業
者
（
３
月
卒
業
見

込
み
も
含
む
）
▼
願
書
受
付
・
：
２

月
２
日
～
３
月
２
日
ｙ
問
い
合
せ

：
京
都
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
開

設
準
備
室
（
〒
6
2
4
舞
鶴
市
上
安
－

９
２
２
豊
⑩
4
3
7
8
）

昌
廠
宍
ご
オ

伝
一
；
ご
ｍ

屁
ヨ
一

●・●●●・
年０６業―合

厨
で里の治宇

て
っ

たわに代
゜
三
す
″

と
ま
彰

ま
り

″

さ
お
労

嬢
て
四

お
れ
４
？
<

／

’
Ｈ
６
治

ま
し
″

さ
親
６

母
で
第

お
ん

｀
と
屋

ま
ふ
本

さ
り

塚

あ
入

；
一

お
お

昌
一
一
一

一
一
一

蔀
一
？
>
Ｊ

暦
一
ｗ

祐
四
釧Ｅ店んとふ賀古
◇すまりお

Ｉ
てっ承中年一も

し直立仕し直打◇

C
Ｏ
9
4

市
街
化
区
域
内
の
Ａ
・
Ｂ
農
地
③
干
平
方
ｍ
以
上
の
農
地
を
耕
作

の
う
ち
、
一
定
の
要
件
に
あ
て
は
し
て
い
る
農
家
が
所
有
す
る
農

ま
る
も
の
に
つ
い
て
は
。
昭
和
五
地
で
あ
る
こ
と
。

十
一
年
か
ら
固
定
資
産
税
と
都
市

計
画
税
が
減
額
さ
れ
、
一
般
農
地

な
み
の
税
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
定
の
要
件
と
は
、
つ
ね
に
肥

培
管
理
が
行
わ
れ
、
八
換
と
も
引

き
続
き
営
農
が
続
け
て
い
く
農
地

で
。
さ
ら
に
次
の
点
で
す
。

①
一
団
の
市
街
化
区
域
内
農
地

（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
農
地
、
筆
数
、
所
有

者
の
別
を
問
わ
な
い
）
で
、
面

積
が
千
平
方
ｍ
以
上
の
も
の
。

②
農
業
生
産
が
今
後
三
年
以
上
継

続
さ
れ
る
と
認
や
に
Ｒ
る
も
の
。

の
禾
稲
、
茶
、
そ
菜
．
花
、
そ
の

他
市
長
が
適
当
と
認
め
た
農
作

審
吏
ど
の
審
議
を
へ
て
認
定
さ
は
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

れ
る
と
減
額
対
象
農
地
と
な
り
課

税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

認
定
を
受
け
る
に
は
「
申
告
」

が
必
要
で
す
。
一
月
三
十
一
日
ま

農
地
課
税
の
減
額

申
告
は
１
月
3
1
日
ま
で

物
を
栽
培
し
て
い
る
も
の
。

な
お
、
水
田
利
用
再
編
対
策
実

施
要
綱
に
基
づ
き
、
保
全
管
理
及

び
転
作
等
を
実
施
し
た
農
地
に
つ

い
て
も
認
定
の
対
象
と
な
昨
倉
飛

該
当
す
る
農
地
は
。
「
農
地
課
税

で
に
資
産
税
課
へ
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
昨
年
「
不
認
定
」

で
あ
っ
た
人
も
、
新
た
に
前
記
の

要
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
っ
た
場

合
は
再
度
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

一
方
、
昨
年
「
認
定
」
さ
れ
た
人

小
規
模
農
地
の
申
請
も
…
…

斟
討
り
Ｈ
Ｈ

小
規
模
農
地
に
つ
い
て
は
市
独
転
作
等
を
実
施
し
た
農
地
に
つ
い

自
の
措
置
と
し
て
「
農
業
奨
励
金
て
も
認
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

交
付
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
該
当
す
る
農
地
の
所
有
者
信
、

す
・
農
林
茶
業
課
ヘ
ー
月
三
十
一
日
ま

こ
の
制
度
は
、
一
団
の
市
街
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

化
区
域
内
の
Ａ
・
Ｂ
農
地
で
、
三
な
お
、
す
で
に
認
定
を
受
け
ら

百
平
方
ｍ
以
上
、
千
平
方
ｍ
未
満
れ
て
い
る
人
は
申
請
す
る
必
要
は

の
優
良
農
地
を
対
象
に
。
宅
地
並
あ
り
ま
せ
ん
。

課
税
額
と
一
般
農
地
並
課
税
と
の
申
告
用
紙
お
よ
び
申
請
用
紙
は

差
額
を
奨
励
金
と
し
て
交
付
す
る
各
担
当
課
に
備
え
付
け
の
用
紙
で

も
の
で
す
。
こ
の
畳
Ｅ
減
額
対
お
願
い
し
ま
す
。

象
農
地
の
要
件
で
あ
る
前
記
①
以
（
資
産
税
課
・
農
林
茶
業
課
）

外
の
要
件
を
満
た
し
優
良
農
地
に

一
万
作

お
知
ら
せ

談

・
削
三
ａ

w

一
…
…
’
・
ゝ
～
・

こ
S

1 9 1 1

一
犬
…
…

｝

大

願

４ ９

願

｝

゛
゜

…
…

…

恥
ｉ
『
乙
ｙ
‘
ｙ
ｙ
’
参
ぶ
Ｉ
。
必
～
Ｉ
に
ｌ
ぶ
＾
¨
回
心
”
’
ふ
『
ｆ
で
Ｊ
Ｘ

ｌ
ｌ
呪
’
、

灘
礁

胆賜

成
人
の
日
の
つ
ど
い

願
心

三

ご
一
匹
一
ｘ
回
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゛
｀

｀
゛

－
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